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Proceedings of the seminar on histopathological diagnosis held
in Shichinohe Research Unit, 2004
Prefectural Veterinary Pathologists 1）
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左側大腿諸筋の変性，壊死および線維化ならびに左側足
関節周囲炎が観察された。
組織所見：心臓では，肥厚した心内膜下領域に石灰沈
着がびまん性にみられ，出血，膠原線維の増生および細
胞浸潤を伴っていた（写真7）。軽度な病変において，石
灰沈着は腫大および断裂を示す弾性線維とその周囲組織
にみられた。HE染色で弱好塩基性，PASおよびアルシ
アン青染色で陽性を示す無定形の基質が，石灰沈着部お
よび弾性線維の周囲組織に存在した。石灰化病巣に近接
して膠原線維の増生ならびにリンパ球，形質細胞および
マクロファージの浸潤がみられた。肺では，肺胞壁が著
しく肥厚し，石灰沈着とその周囲における線維化がみら
れ，肺胞腔の狭小化を伴っていた。石灰沈着が重度な肺
胞壁はしばしば崩壊し，肺胞性肺気腫を形成していた。
また，甲状腺，脳，肝臓，複胃および子宮において，動
脈の内膜あるいは内弾性板に軽度の石灰沈着がみられた。
上皮小体の主細胞は萎縮していた。その他に，左側大腿
諸筋の慢性炎，急性足関節周囲炎，肝臓と副腎皮質領域
における好中球浸潤，第四胃粘膜の糜爛およびコクシジ
ウム感染を伴うカタル性腸炎がみられた。
血清生化学的検査：剖検時に得た血清のCa（10.5mg/dl），
IP（6.4mg/dl）およびMg（1.3mg/dl）濃度は正常範囲
内の値を示した。
診断と討議：本例では全身性に転移性石灰沈着がみら
れた。1,000万IUのビタミンD3とCaの過剰給与による相
乗効果が発病の要因として疑われた。
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